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架橋効果

（大鳴門橋開通前）

各県庁所在都市から3時間以内に
到達できる本州側・四国側の市町村

1985年 3月

2024年 3月

（大鳴門橋開通前）

【神戸市　発】 【岡山市　発】 【広島市　発】

【徳島市　発】 【高松市　発】 【松山市　発】 【高知市　発】
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架橋効果
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経済効果
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　本四間を結ぶ高速バスは、1998年の明石海峡大橋開通以降、京阪神と四国を結ぶ路線を中心に便数、
輸送人員ともに大幅に増加しています。
　2019年では、本四間を結ぶ高速バスは1日往復356便（2019年9月現在）、年間輸送人員は約468万
人となっています。
　2020年以降は、新型コロナウイルス感染拡大による移動自粛等により高速バス便数、輸送人員ともに
減少しましたが、回復傾向にあります。
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滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、島根、岡山、広島、山口



107 2024



108 2024



109 2024

2.5
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ほか


